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        私自身がピークハンターのため、どの山・コースを登

るかで山行計画を考えてしまうが、今回は職場のメンバーが山と観光を

同時に楽しめる企画を考えてくれ、新たな視点を気付かせてくれた。山

登りはもちろんだが、来年度に向けては山以外の楽しみも考慮した山行

計画も立案していきたい。皆さん、また行きましょう！

木のベンチも置いてあり、眺望をゆっくりと堪能できる。何人かは、カフ

ェで買ったパウンドケーキを持ってきており、「おいしいおいしい」と食

べるため、山頂からお土産で持って帰るパウンドケーキを予約。下りは、

ほぼ林道を通るため書面には割愛のはずでしたが、まず N・Yさんが木の

枝を靴ひもに絡ます高等テクニックを見せ、M・Yさんは何でもない所で

２度足を滑らす事件があった事だけ書いておきます（笑）。 

      雨引山は燕岳から東に１０キロほどにあり、アプローチも良い。この近辺には素敵なカフェ、おい

しい蕎麦屋もあり、山以外の楽しみも味わえる。本日の行程は、約４時間でかつ現地一泊の予定だったため、午

後から登り始めても十分と判断して刈谷７時出発、カフェでランチを取ってから、昼過ぎに登り始めた。尚、登

山口が若干わかりづらいのでキャンプ場を目印にして来ると良い。最初の１ピッチは、樹林帯の中を登っていく、

所々で急登があり、きつそうなメンバーがいたため、スピードを気にしながら登った。ただ、このメンバーで今

年３回目という事もあり“死にそうな”メンバーは見当たらない。着実に体力が向上しているように感じた。高

度が上がり、展望の良い場所に出るたびに景色を堪能した。主尾根に出る前で一本を取り、山頂への登りに備え

た。主尾根に出てからは、所々で崩落が進んで注意を要する場所があり慎重に歩を進めた。尾根沿いの道から北

アルプスの常念岳から雪化粧の立山まできれい見え、立ち止まって写真を撮った。山頂への最後の登りは、疲れ

が出たメンバーを冗談交じりに叱咤激励しながら登りきった。山頂には 
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11/06 晴れ 
 
07:00 刈谷発 
12:20 雨引山登山口着 
12:35 雨引山登山口発 
13:35 （一本） 
14:35 雨引山山頂着 
15:00 雨引山山頂発 
16:10 雨引山登山口着 
17:00 富士尾山荘着 

  秋山ハイキングをゆっくりと楽しむ 
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